
②調整池等水質測定結果
平成３年度から，市内に点在する廃棄物処分場跡地，工業団地調整池等１１ヶ

所において，定期的に監視測定を実施しています。結果は次のとおりです。

調整池等水質測定地点図
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調整池等有害物質調査結果（平成20年度） 単位：ｍｇ/ｌ

基準値 4月14日 10月14日 4月15日 10月15日 4月15日 10月15日

カドミウム 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

全シアン 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

鉛 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六価クロム 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

砒素 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総水銀 0.0005以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

ＰＣＢ 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

ジクロロメタン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

四塩化炭素 0.002以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

1,2-ジクロロエタン 0.004以下 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

1,1-ジクロロエチレン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

シス-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

1,1,1-トリクロロエタン 1以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,1,2-トリクロロエタン 0.006以下 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

トリクロロエチレン 0.03以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

テトラクロロエチレン 0.01以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,3-ジクロロプロペン 0.002以下 ーーーーー 0.0002未満 ーーーーー 0.0002未満 ーーーーー 0.0002未満

チウラム 0.006以下 ーーーーー 0.0006未満 ーーーーー 0.0006未満 ーーーーー 0.0006未満

シマジン 0.003以下 ーーーーー 0.0003未満 ーーーーー 0.0003未満 ーーーーー 0.0003未満

チオベンカルブ 0.02以下 ーーーーー 0.002未満 ーーーーー 0.002未満 ーーーーー 0.002未満

ベンゼン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

セレン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10以下 0.47 0.36 0.14 0.09 0.37 0.49

ふっ素 0.8以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

ほう素 １以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

全亜鉛 0.03以下 0.007 0.0008 0.013 0.025 0.2 0.140

基準値 4月15日 10月15日 4月15日 10月15日 4月15日 10月15日

カドミウム 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

全シアン 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

鉛 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六価クロム 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

砒素 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総水銀 0.0005以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

ＰＣＢ 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

ジクロロメタン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

四塩化炭素 0.002以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

1,2-ジクロロエタン 0.004以下 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

1,1-ジクロロエチレン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

シス-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

1,1,1-トリクロロエタン 1以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,1,2-トリクロロエタン 0.006以下 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

トリクロロエチレン 0.03以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

テトラクロロエチレン 0.01以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,3-ジクロロプロペン 0.002以下 ーーーーー 0.0002未満 ーーーーー 0.0002未満 ーーーーー 0.0002未満

チウラム 0.006以下 ーーーーー 0.0006未満 ーーーーー 0.0006未満 ーーーーー 0.0006未満

シマジン 0.003以下 ーーーーー 0.0003未満 ーーーーー 0.0003未満 ーーーーー 0.0003未満

チオベンカルブ 0.02以下 ーーーーー 0.002未満 ーーーーー 0.002未満 ーーーーー 0.002未満

ベンゼン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

セレン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10以下 0.35 0.03 1.5 1.6 0.49 0.79

ふっ素 0.8以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

ほう素 １以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

全亜鉛 0.03以下 0.011 0.006 0.008 0.005 0.006 0.009

1 北部工業団地調整池 ２ テクノパーク豊里台山調整池 ３テクノパーク豊里大崎調整池

４ 東光台研究団地池作調整池 ５ 東光台研究団地面野井調整池 ６ 西部工業団地調整池
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調整池等有害物質調査結果（平成20年度） 単位：ｍｇ/ｌ

基準値 4月14日 10月14日 4月14日 10月14日 4月15日 10月15日

カドミウム 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

全シアン 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

鉛 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001 0.001未満 0.001 0.001未満

六価クロム 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

砒素 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総水銀 0.0005以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

ＰＣＢ 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

ジクロロメタン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

四塩化炭素 0.002以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

1,2-ジクロロエタン 0.004以下 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

1,1-ジクロロエチレン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

シス-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

1,1,1-トリクロロエタン 1以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,1,2-トリクロロエタン 0.006以下 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

トリクロロエチレン 0.03以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

テトラクロロエチレン 0.01以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,3-ジクロロプロペン 0.002以下 ーーーーー 0.0002未満 ーーーーー 0.0002未満 ーーーーー 0.0002未満

チウラム 0.006以下 ーーーーー 0.0006未満 ーーーーー 0.0006未満 ーーーーー 0.0006未満

シマジン 0.003以下 ーーーーー 0.0003未満 ーーーーー 0.0003未満 ーーーーー 0.0003未満

チオベンカルブ 0.02以下 ーーーーー 0.002未満 ーーーーー 0.002未満 ーーーーー 0.002未満

ベンゼン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

セレン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10以下 0.05 1.4 2.7 4 1.1 0.8

ふっ素 0.8以下 0.1未満 0.1未満 0.1 0.1未満 0.1未満 0.1未満

ほう素 １以下 0.02未満 0.02 0.004 0.07 0.02未満 0.02未満

全亜鉛 0.03以下 0.005 0.006 0.018 0.027 0.004 0.011

基準値 4月15日 10月15日 4月14日 10月14日

カドミウム 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

全シアン 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出

鉛 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六価クロム 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

砒素 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

総水銀 0.0005以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

ＰＣＢ 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出

ジクロロメタン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

四塩化炭素 0.002以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

1,2-ジクロロエタン 0.004以下 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満 0.0004未満

1,1-ジクロロエチレン 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

シス-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 0.04以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

1,1,1-トリクロロエタン 1以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,1,2-トリクロロエタン 0.006以下 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満 0.0006未満

トリクロロエチレン 0.03以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

テトラクロロエチレン 0.01以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

1,3-ジクロロプロペン 0.002以下 ーーーーー 0.0002未満 ーーーーー 0.0002未満

チウラム 0.006以下 ーーーーー 0.0006未満 ーーーーー 0.0006未満

シマジン 0.003以下 ーーーーー 0.0003未満 ーーーーー 0.0003未満

チオベンカルブ 0.02以下 ーーーーー 0.002未満 ーーーーー 0.002未満

ベンゼン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

セレン 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 10以下 1.20 2.6 10 13

ふっ素 0.8以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

ほう素 １以下 0.006 0.02未満 0.02未満 0.02未満

全亜鉛 0.03以下 0.005 0.012 0.012 0.012

９上原処分場跡地観測井戸７ テクノパーク大穂調整池 ８ 伊藤製鉄所排水溝

１０ 万博処分場跡地地価流 １１ 大穂地区処分場跡地付近井戸
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③生活排水路浄化施設水質検査結果

本市の環境施策は，豊かな「地域資源」を広く「地球環境」としてとらえ，それら

の役割，価値，意義を真に理解し，実践していくことです。

水環境施策については，「つくば市生活排水対策推進計画」，「つくば市環境基本計

画」の中で，水辺環境の保全，生活排水対策を重要な課題と位置づけ，生活排水路浄

化施設を設置しました。

Ⅰ 名称：上菅間地区生活排水路浄化施設

設置場所：つくば市上菅間

計画流入水量：50 平方メートル／日

処理方法：電気化学的高速廃水処理方式と土壌浄化方式を併用

竣工：2001 年 3 月

Ⅱ 名称：佐地区生活排水路浄化施設

設置場所：つくば市佐

計画流入水量：140 平方メートル／日

処理方法：嫌気好気循環式生物膜吸着脱リン法・生物浄化法を併用

竣工：1999 年 7 月

Ⅲ 名称：仕出地区生活排水路浄化施設

設置場所：つくば市上郷

計画水量 18 平方メートル／日

処理方法：蒸発散・浸透（花水路浄化システム）

佐地区生活排水路浄化施設

電気化学的処理装置 土壌浄化施設
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■生活排水路浄化施設水質検査結果

Ⅰ名称：上菅間地区生活排水路浄化施設

処理方法：電気化学的高速廃水処理方式と土壌浄化方式を併用

Ｈ１９ Ｈ２０ 単位：mg./ｌ

【原水】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 8.0 7.8 7.5 7.8 7.8

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 52.0 11.0 17.0 31.0 27.8

化学的酸素要求量(COD)mg/l 25.0 12.0 14.0 18.0 17.3

浮遊物質量(SS)mg/l 16.0 5.0 7.0 6.0 8.5

窒素含有量(N)mg/l 7.7 1.4 9.7 11.0 7.5

燐含有量(P)mg/l 1.20 0.32 1.50 1.60 1.16

【処理水滞留槽】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 8.0 7.8 7.3 8.1 8.8 8.2 7.6 7.6 7.4 7.5 8.2 7.0 7.8

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 12.0 13.0 4.8 5.0 13.0 3.2 5.6 7.9 5.7 2.7 5.1 7.3 7.1

化学的酸素要求量(COD)mg/l 11.0 13.0 11.0 8.7 16.0 9.6 9.3 9.4 10.0 9.0 15.0 11.0 11.1

浮遊物質量(SS)mg/l 8.0 20.0 22.0 22.0 21.0 14.0 6.0 6.0 6.0 1.0 8.0 12.0 12.2

窒素含有量(N)mg/l 8.2 7.7 1.5 5.9 2.9 5.1 7.4 7.0 8.6 9.5 8.2 2.5 6.2

燐含有量(P)mg/l 1.20 1.20 0.50 0.65 0.84 1.20 1.30 1.20 1.30 1.40 1.40 0.20 1.03

※9月から処理水の採水場所変更 浮遊物質量(SS)の 0.0 は 1未満
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Ⅱ名称：佐地区生活排水路浄化施設

処理方法：嫌気好気循環式生物膜吸着脱リン法と生物浄化法を併用

Ｈ１９ Ｈ２０ 単位：mg./ｌ
【流入水】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 7.6 7.5 7.5 7.8 7.6

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 27.0 14.0 11.0 35.0 21.8

化学的酸素要求量(COD)mg/l 9.4 7.3 10.0 15.0 10.4

浮遊物質量(SS)mg/l 8.0 5.0 6.0 12.0 7.8

窒素含有量(N)mg/l 3.8 5.2 9.9 6.2 6.3

燐含有量(P)mg/l 0.54 0.42 1.30 0.80 0.77

【放流１】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 9.4 8.2 8.5 9.3 8.2 8.6 8.4 8.2 7.7 7.7 7.5 7.5 8.3

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 0.5未満 1.4 1.0 0.7 1.5 1.1 0.8 0.5未満 0.8 1.0 0.7 2.6 1.1

化学的酸素要求量(COD)mg/l 3.6 4.3 4.0 4.2 5.0 4.8 3.2 2.7 3.6 3.1 3.9 4.4 3.9

浮遊物質量(SS)mg/l 1.0 1.0 1.0 2.0 5.0 11.0 7.0 2.0 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0 2.8

窒素含有量(N)mg/l 3.0 7.7 2.6 2.7 1.1 3.0 2.4 3.6 1.7 1.5 2.4 4.0 3.0

燐含有量(P)mg/l 0.32 0.77 0.43 0.32 0.38 0.29 0.31 0.24 0.28 0.30 0.27 0.22 0.34

【放流２】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 9.7 8.1 9.0 9.3 9.0 9.6 8.4 8.1 7.9 7.9 8.0 7.9 8.6

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 1.8 4.1 0.6 0.8 1.5 1.6 0.7 0.5未満 1.0 1.0 1.2 1.9 1.4

化学的酸素要求量(COD)mg/l 3.5 15.0 4.1 4.4 3.8 5.0 2.4 2.1 7.0 3.5 3.8 4.2 4.9

浮遊物質量(SS)mg/l 1.0 38.0 1.0 3.0 1.0未満 2.0 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 1.0未満 4.3

窒素含有量(N)mg/l 3.0 1.7 2.5 2.9 0.5 2.5 2.6 3.8 1.5 1.4 2.2 4.1 2.4

燐含有量(P)mg/l 0.28 0.92 0.41 0.32 0.30 0.22 0.32 0.24 0.30 0.32 0.27 0.25 0.35

【最終放流水】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 9.0 8.6 8.6 9.0 7.5 7.6 8.4

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 1.5 3.2 4.1 5.4 1.8 5.3 3.6

化学的酸素要求量(COD)mg/l 5.0 7.6 7.9 7.0 5.6 8.1 6.9

浮遊物質量(SS)mg/l 9.0 20.0 18.0 11.0 3.0 2.0 10.5

窒素含有量(N)mg/l 4.2 3.3 3.1 2.8 2.2 4.2 3.3

燐含有量(P)mg/l 0.45 0.47 0.56 0.58 0.41 0.47 0.49

浮遊物質量(SS)の 0.0 は 1未満
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Ⅲ名称：仕出地区生活排水路浄化施設

処理方法：蒸発散・浸透方式（花水路浄化システム）

Ｈ１９ Ｈ２０ 単位：mg./ｌ

【流入原水】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 7.5 7.7 7.6 7.9 7.7

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 88.0 57.0 52.0 57.0 63.5

化学的酸素要求量(COD)mg/l 39.0 28.0 25.0 29.0 30.3

浮遊物質量(SS)mg/l 27.0 17.0 15.0 23.0 20.5

窒素含有量(N)mg/l 20.0 9.8 11.0 19.0 15.0

燐含有量(P)mg/l 2.90 2.20 2.60 2.40 2.53

【放流水】 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 平均

水素イオン濃度(PH) 7.4 7.3 7.2 7.5 7.3 7.5 7.5 7.4 7.3 7.4 7.4 7.4 7.4

生物化学的酸素要求量(BOD)mg/l 41.0 28.0 19.0 25.0 26.0 16.0 29.0 53.0 44.0 54.0 56.0 36.0 35.6

化学的酸素要求量(COD)mg/l 25.0 18.0 13.0 17.0 16.0 7.8 17.0 18.0 20.0 21.0 27.0 28.0 19.0

浮遊物質量(SS)mg/l 20.0 19.0 18.0 20.0 22.0 6.0 9.0 9.0 13.0 13.0 15.0 15.0 14.9

窒素含有量(N)mg/l 14.0 8.3 5.0 15.0 7.5 5.9 9.0 11.0 11.0 14.0 15.0 19.0 11.2

燐含有量(P)mg/l 2.10 1.50 1.30 2.90 1.50 0.58 2.20 2.40 2.00 1.90 2.10 2.30 1.90

浮遊物質量(SS)の 0.0 は 1未満
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④ゴルフ場周辺地下水測定結果

平成3年度より市内に立地している６つのゴルフ場周辺の地下水の調

査を実施しています。

調査項目は下表のとおりで各ゴルフ場で使用頻度の高い，殺虫剤，細

菌剤，除草剤をそれぞれ選定し年１回実施しています。結果は全て不検

出でした。

殺虫剤 成分 クロチアニジン ダイアジノン エトフェンプロックス
筑
波
東 殺菌剤 成分 ペンシクロン プロピコナゾール イプロジオン
急
Ｇ
Ｃ 除草剤 成分 ジチオピル ＭＣＰＰ プロピザミド

殺虫剤 成分 アセフェート クロチアニジン ダイアジノン
霞
ヶ
浦 殺菌剤 成分 イプロジオン ペンシクロン トルクロホスメチル
国
際 ホセチル
Ｇ
Ｃ 除草剤 成分 ハロスルフロンメチル アシュラム ベンフルラリン

殺虫剤 成分 ＭＥＰ ダイアジノン アセフェート
つ
く
ば 殺菌剤 成分 イソプロチオラン ジチオピル イミノクタジン酢酸塩
ね
Ｃ
Ｃ 除草剤 成分 アシュラム ＭＣＰＰ

殺虫剤 成分 ＭＥＰ アセフェート
筑
波
国 殺菌剤 成分 ペンシクロン アゾキシストロビン
際
Ｇ
Ｃ 除草剤 成分 アシュラム ＭＣＰＰ プロピザミド

殺虫剤 成分 ＭＥＰ
南
筑
波 殺菌剤 成分 アゾキシストロビン シプロコナゾール
Ｇ
Ｃ

除草剤 成分 トリフロキシルフロン
ナトリウム塩

殺虫剤 成分 ＭＥＰ ダイアジノン

豊
里 殺菌剤 成分 ペンシクロン メプロニル ベノミル
Ｇ
Ｃ

除草剤 成分 ペンディメタリン アシュラム ジチオピル
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⑤地下水概況調査結果

つくば市では，平成元年度から地下水質測定計画を定め，地下水質調査

を実施しています。つくば市内の結果は下表のとおりです。

年度別 Ｈ２０ Ｈ２０ 水質評価

調 査 項 目 地点数 水質評価基準 水質評価基準 基準

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 超過地点数 以下検出地点数 (mg/L)

カドミウム 0 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.01

全シアン 0 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 不検出

鉛 0 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.01

六価クロム 0 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.05

ヒ素 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 １ 0.01

総水銀 0 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.0005

トリクロロエチレン 5 3 1 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.03

テトラクロロエチレン 5 3 2 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.01

1,1,1―トリクロロエタン 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 1.0

四塩化炭素 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.002

1,1－ジクロロエチレン 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.1

ベンゼン 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.01

ジクロロメタン 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.02

1,2－ジクロロエタン 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.004

シス－1,2－ジクロロエチレン 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.04

1,1,2－トリクロロエタン 5 3 0 4 4 5 4 5 4 4 0 0 0.006

1,3―ジクロロプロペン 1 1 0 2 1 0 2 2 1 1 0 0 0.002

チウラム 1 1 0 2 1 0 2 2 1 1 0 0 0.006

シマジン 1 1 0 2 1 0 2 2 1 1 0 0 0.003

チオベンカルブ 1 1 0 2 1 0 2 2 1 1 0 0 0.02

硫酸性窒素及び亜硝酸性窒素 1 3 4 4 4 5 4 5 4 4 0 4 10

ふっ素 1 4 4 5 4 5 4 0 0 0.8

ほう素 0 4 4 5 4 5 4 0 0 1.0

※ ふっ素，ほう素については平成13年から測定実施

（注）水質評価基準：水道水の水質基準と同じ値であり，生涯にわたる飲用に際しても人の健康

に影響を及ぼすことのない値である。

- 34-



⑥地下水汚染の状況

本市で過去に地下水汚染が確認された地域の地下水を継続的監視調査

を実施しております。平成２０年度の調査結果は下表のとおりです。

地 区 名 手 子 生 安 食 若 森 花 島 新 田

汚染が確認された時期 昭和59年度 平成4年度 平成6年度 平成7年度

汚 染 物 質 テトラクロロエチレン テトラクロロエチレン テトラクロロエチレン 1,1,-ジクロロエチレン

周辺調査井戸数 ７ ８ １ ４

検 出 井 戸 数 ３ ３ １ １

基準超過井戸数 ２ ２ ０ ０

モ ニ タ リ ン グ ７ポイント/ ８ポイント/ １ポイント/ ４ポイント/

年１回 年１回 年１回 年１回

※水道法水質基準

テトラクロロエチレン・・・・・・0.01mg/L

1,1,－ジクロロエチレン・・・・0.02mg/L
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（３）廃棄物とリサイクル
①廃棄物の定義

廃棄物の処理及び清掃に関する法律では，産業廃棄物以外を一般廃棄物として

定義し，一般廃棄物からし尿等を除いたものが，一般的に「ごみ」と呼ばれてい

ます。

産業廃棄物は，事業活動に伴って生じた廃棄物のうち，法令で定められた２０

種類の廃棄物をいう（分類図参照）。また，産業廃棄物は排出事業者の責任にお

いて処理しなければなりません（同法第１０条第１項）

②廃棄物の分類

不
燃
・
燃
焼
不
適
物

一
般
ご
み

粗
大
ご
み

・机・タンス等
・自転車
・畳，厨房用具

可
燃
物

・紙類
・厨芥
・繊維
・木類
・プラスチック

・プラスチック
・ゴム
・金属
・ガラス・陶磁器
・雑物

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

感染性一般廃棄物やＰＣＢを使
用した廃エアコンなど

ごみ

特別管理産業廃棄物
（感染性産業廃棄物や廃石綿等など）

産
業
廃
棄
物

・燃え殻（火力発電所から発生する石炭殻など）
・汚泥（工場排水処理及び製造工程から排出される泥状のもの）
・廃油（潤滑油，洗浄用由などの不要になったもの）
・廃酸（酸性の廃液）
・廃アルカリ（アルカリ性の廃液）
・廃プラスチック類
・紙くず（紙製造業，製本業などの特定の業種から排出されるもの）
・木くず（繊維工業などの特定の業種から排出されるもの）
・繊維くず（繊維工業から排出されるもの）
・動植物性残渣（原料として使用した動植物に係る不要物）
・動物系固形不要物（と畜場などの特定の業種から排出されるもの）
・ゴムくず
・金属くず
・ガラス，コンクリートくず（工作物の新築・改築・除去に伴って生じた
ものを除く）及び陶磁器くず
・鉱さい（製鉄所の炉の残さいなど）
・建設廃材（工作物の除去に伴って生じたコンクリートの破片など）
・動物のふん尿（畜産農業から排出されるもの）
・動物の死体（畜産農業から排出されるもの）
・ばいじん類（大気汚染防止法に規定するばい煙発生施設，産業廃
棄物焼却施設からのばいじんで集じん施設によって集まられたも
の）
・上記の１９種類の産業廃棄物を処分するために処理したもので
あって，これらの産業廃棄物に該当しないもの（コンクリート固形化
物等）

し尿
等

事
業
系
廃
棄
物

事
業
系
一
般
廃
棄
物

廃
棄
物

生
活
系
廃
棄
物

一
般
廃
棄
物
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③廃棄物処理の現状

つくば市一般廃棄物処理実施計画に基づき，家庭系ごみは，市の委託業者によっ

て市内のごみ集積所から，クリーンセンターへ搬入されます。クリーンセンターでは焼

却・破砕・有価物回収などの中間処理を行い，最終処分は市外の民間業者へ委託し，埋

立しています。

市中心地区では，廃棄物運搬用パイプライン施設により家庭系ごみ及び事業系一

般廃棄物（ごみ）の収集を行っています。収集したごみは，クリーンセンターへ運

搬し，中間処理されます。その他の市内事業者から排出されるごみは，自己搬入又

は市の許可業者が収集運搬し，処理処分しています。

④処理上の課題

現在，廃棄物は減量化・資源化とともに適正処理が求められています。

近年，交通網が大幅に整備された結果，市外から持ち込まれる廃棄物の不法投棄

等が多発しています。早期発見とともに防止対策の強化が急務となっています。

また，ダイオキシンなどの社会問題化に伴い，一般家庭や事業所の自己焼却の自

粛が進み，クリーンセンターへ搬入される可燃ごみ量は増加傾向となっています。

今後，一層のごみ減量化を図る必要があります。

さらに，社会的な環境意識の高まりから，野焼きなどの不適正処理に係わる苦情

等が多く寄せられています。適正処理指導を行う一方，資源等の有効利用につなが

る体制づくりが必要になります。

なお，クリーンセンターについては，粗大ごみ処理施設の老朽化による能力の低

下が指摘されており，施設の建て替えが急がれています。

⑤ごみ減量対策等

ごみの減量対策では，資源物集団回収奨励金・生ごみ処理容器購入費補助・牛乳

パック回収（市内小・中学校）などの事業を実施しています。

また，「ごみの出し方カレンダー」の配布やインターネットを使い，収集日程，ご

み分別方法，各種補助制度等について情報を発信しています。
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⑥ ごみ排出量の推移

（単位：t）

年度 H16 H17 H18 H19 H20

◇可燃 64,925 67,898 70,929 69,526 67,951

（委託ごみ） 38,862 41,398 43,634 44,180 44,440

（事業所ごみ） 26,063 26,500 27,295 25,346 23,511

◇不燃 5,667 4,861 4,826 3,533 3,229

（委託ごみ） 3,119 2,871 3,105 2,796 2,646

（事業所ごみ） 2,548 1,990 1,721 737 583

粗大 4,260 890 1,184 1,076 1,081

（委託ごみ） 3,776 538 777 740 757

（事業所ごみ） 484 352 407 336 324

資源 5,211 4,877 5,038 5,392 5,104

（委託ごみ） 5,146 4,802 4,923 5,052 4,836

（事業所ごみ） 65 75 115 340 268

有害 48 46 47 44 44

合計 80,111 78,572 82,024 79,571 79,091

⑦ ごみ処理経費（平成20年度）

（単位：円）

合 計 一人あたり経費

収 集 経 費 641,000,000 約3,060

処 分 経 費 1,290,000,000 約5,270

合 計 1,931,000,000 約9,220

※平成２０年４月１日現在の常住人口２０９，３８８人で計算

⑧ 一斉清掃等

市内一斉清掃は，環境美化の一環として市民の協力により，道路わき

等にポイ捨てされた空きカン・ビンの回収を年２回（６月・１２月）実

施しています。

・平成２０年度の実績

６月･･･４１ｔ，１２月･･･２６ｔ

⑨不法投棄等の苦情

Ｈ２０年度

・廃棄物の不法投棄・・・４５件

・廃棄物の野焼き・・・・４３件
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・残土等……１３件

⑩ し尿処理

ア し尿処理量の推移
（単位：ｋｌ）

年度 生し尿 浄化槽汚泥 合計

H12 13,936 10,661 24,597

H13 13,137 11,463 24,600

H14 11,801 14,299 26,100

H15 11,011 14,245 26,256

H16 10,176 14,526 24,702

H17 8,986 15,491 24,477

H18 8,179 16,336 24,515

H19 7,758 15,889 23,647

H20 7,631 15,903 23,534

イ し尿処理経費（平成２０年度実績）
し尿処理費総額 158,219,000円 1klあたりの経費 6,723円

※1klあたりの経費は，処理量23,534klで計算しいます。

ウ し尿処理の現状等

つくば市一般廃棄物処理実施計画に基づき，市内の一般家庭及び事業

所から排出される生し尿や浄化槽汚泥は，市の許可業者が収集運搬し，

処理されています。

処理量の現状は，生し尿が減少して，浄化槽汚泥が増加しており，合

計では，毎年度減少傾向にあります。今後も公共下水道の普及とともに，

全体的には減少傾向が続くものと予想されます。

平成２０年度の処理実績は，生し尿と浄化槽汚泥の合計量は２３，５

３４klとなり，平成１１年度に対し約５％の減量となっています。

なお，し尿処理施設については，老朽化に伴う処理能力の低下などに

より，今後施設の建て替え等の検討が必要になっています。
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（４）くらし
自動車騒音常時監視調査結果

平年度の調査対象区間を路線別にみると，騒音の常時監視として面的評価を行った
結果は，昼間（６時～２２時）及び夜間（２２時～６時）とも環境基準値以下であ
ったのは，全体の 62 ％，昼間のみ基準値以下であったのは 6.6 ％，夜間のみ基準値
以下であった のは，5.7 ％，昼夜間とも基準値を超過したのは 25.7 ％となってい
る。

※１ 面的評価の対象範囲は，原則として道路端から50ｍの範囲

路線別面的評価結果（割合）

面的評価結果（全体） 面的評価結果（近接空間） 面的評価結果（非近接空間）

昼夜とも 昼のみ 夜のみ 昼夜とも 昼夜とも 昼のみ 夜のみ 昼夜とも 昼夜とも 昼のみ 夜のみ 昼夜とも

対象路線名 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値 基準値

以下 以下 以下 超過 以下 以下 以下 超過 以下 以下 以下 超過

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

一般国道 6 号 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

一般国道 125 号 ３１.２ 25.6 0.0 43.2 15.3 10.4 0.0 74.3 41.9 35.8 0.0 22.3

一般国道 354 号 59.7 32.1 0.0 8.2 28.6 57.1 0.0 14.3 72.3 22.0 0.0 5.8

取手つくば線 51.3 o.o 9.0 39.7 40.9 0.0 13.6 45.5 54.5 0.0 7.6 37.9

土浦境線 54.7 1.8 10.0 33.5 84.9 0.0 0.0 15.1 41.0 2.6 14.5 41.9

つくば古河線 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

赤浜谷田部線 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

合 計 62.0 6.6 5.7 25.7 76.2 4.8 0.5 18.4 53.3 7.7 8.9 30.1
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（５）産業
①ダイオキシン類
近年，焼却炉等から排出されるダイオキシン類による環境への影響が全国的に大

きな問題となっています。
このため，人の健康への影響の未然防止と環境保全を目的として，平成１２年１

月１５日に「ダイオキシン類対策特別措置法」が施行されました。小規模焼却炉は
原則として設置できなくなりました。

届出対象となる特定施設（排ガスに係る施設）
施 設 名 能 力

1 焼結鉱用焼結炉（銑鉄の製造に限る） 原料処理能力1t/h以上

2 製鋼用電気炉（鋳鉄又は鍛鋼用電気炉は除く） 変圧器定格容量1,000KVA以上

3 亜鉛回収用焙焼炉，焼結炉，溶鉱炉，溶解炉，乾燥炉 原料処理能力0.5t/h以上

4 アルミニウム 焙焼炉，乾燥炉 原料処理能力0.5t/h以上

合金製造用 溶解炉 容量1t以上

5 廃棄物焼却炉 火床面積0.5㎡以上又は焼却能力が50kg/h以上

届出対象となる特定施設（排出水に係る施設）

施設名（排出水に係る施設）

① 硫酸塩パルプ（クラフトパルプ）又は亜硫酸パルプ（サルファイトパルプ）の製造の用に供する塩素又は塩素

化合物による漂白施設

② カーバイド法アセチレンの製造の用に供するアセチレン洗浄施設

③ 硫酸カリウムの製造の用に供する施設のうち、廃ガス洗浄施設

④ アルミナ繊維の製造の用に供する施設のうち、廃ガス洗浄施設

⑤ 担体付き触媒の製造（塩素又は塩素化合物を使用するものに限る。）の用に供する焼成炉から発生するガスを

処理する施設のうち、廃ガス洗浄施設

⑥ 塩化ビニルモノマーの製造の用に供する二塩化エチレン洗浄施設

⑦ カプロラクタムの製造（塩化ニトロシルを使用するものに限る。）の用に供する施設のうち、次に掲げるもの

（イ．硫酸濃縮施設 ロ．シクロヘキサン分離施設 ハ．廃ガス洗浄施設）

⑧ クロロベンゼン又はジクロロベンゼンの製造の用に供する施設のうち、次に掲げるもの

（イ．水洗施設 ロ．廃ガス洗浄施設）

⑨ 4-クロロフタル酸水素ナトリウムの製造の用に供する施設のうち、次に掲げるもの

（イ．ろ過施設 ロ．乾燥施設 ハ．廃ガス洗浄施設）

⑩ 2,3-ジクロロ-1,4-ナフトキノンの製造の用に供する施設のうち、次に掲げるもの

（イ．ろ過施設 ロ．廃ガス洗浄施設）

⑪ 8,18-ジクロロ-5,15-ジエチル-5,15-ジヒドロジインドロ［3,2-b:3',2'-m］トリフェノジオキサジン(別名 ジ

オキサジンバイオレット。ハにおいて単に「ジオキサジンバイオレット」という。)の製造の用に供する施設の

うち、次に掲げるもの

イ．ニトロ化誘導体分離施設及び還元誘導体分離施設 ロ．ニトロ化誘導体洗浄施設及び還元誘導体洗浄施設

ハ．ジオキサジンバイオレット洗浄施設 ニ．熱風乾燥施設

⑫ アルミニウム又はその合金の製造の用に供する焙焼炉、溶解炉又は乾燥炉から発生するガスを処理する施設の

うち、次に掲げるもの （イ．廃ガス洗浄施設 ロ．湿式集じん施設）

⑬ 亜鉛の回収（製鋼の用に供する電気炉から発生するばいじんであって、集じん機により集められたものからの

亜鉛の回収に限る。）の用に供する施設のうち、次に掲げるもの

（イ．精製施設 ロ．廃ガス洗浄施設 ハ．湿式集じん施設）
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⑭ 担体付き触媒（使用済みのものに限る。）からの金属の回収（ソーダ灰を添加して焙焼炉で処理する方法及び

アルカリにより抽出する方法（焙焼炉で処理しないものに限る。）によるものを除く。）の用に供する施設のうち、

次に掲げるもの （イ．ろ過施設 ロ．精製施設 ハ．廃ガス洗浄施設）

⑮ 別表第１第５号に掲げる廃棄物焼却炉から発生するガスを処理する施設のうち次に掲げるもの及び当該廃棄物

焼却炉において生ずる灰の貯留施設であって汚水又は廃液を排出するもの

（イ．廃ガス洗浄施設 ロ．湿式集じん施設）

⑯ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号）第７条第12号の２及び第13号に掲げる施

設

⑰ フロン類（特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律施行令（平成六年政令第三百八号）別表一の

項、三の項及び六の項に掲げる特定物質をいう。）の破壊（プラズマを用いて破壊する方法その他環境省令で定

める方法によるものに限る。）の用に供する施設のうち、次に掲げるもの

（イ．プラズマ反応施設 ロ．廃ガス洗浄施設 ハ．湿式集じん施設）

⑱ 下水道終末処理施設（①から⑰まで及び⑲に掲げる施設に係る汚水又は廃液を含む下水を処理するものに限

る。）

⑲ ①から⑰までに掲げる施設を設置する工場又は事業場から排出される水（①から⑰までに掲げる施設に係る汚

水若しくは廃液又は当該汚水若しくは廃液を処理したものを含むものに限り、公共用水域に排出されるものを除

く。）の処理施設（前号に掲げるものを除く。）

- 42-



②ダイオキシン類測定結果

クリーンセンター周辺土壌及び排ガスを測定した結果は下表のとおりです。

焼却炉煙突
（大気排出基準：1 ng-TEQ/Nm3） 単位：ng-TEQ/Nm3

測定対象 年月日 測定値

１号炉排ガス 平成１６年１１月 ５日 ０．１

平成１７年１０月１４日 ０．０４７

平成１８年１０月２６日 ０．０３７

平成１９年１０月２２日 ０．０１５

平成 20 年 10 月 28 日 ０．０５０

２号炉排ガス 平成１６年１０月２２日 ０．１４

平成１７年１１月１５日 ０．０５５

平成１８年１０月２６日 ０．１３

平成１９年１２月２８日 ０．１６

平成２０年１１月２６日 ０．０２８

３号炉排ガス 平成１６年１０月２２日 ０．１１

平成１７年１０月１４日 ０．１０

平成１８年 ９月２９日 ０．０８９

平成１９年１０月２２日 ０．０３８

平成２０年１０月２８日 ０．０２２

※ｎｇ（ナノグラム）＝１０億分の１グラム

排水処理設備
（水質排出基準：10pg-TEQ/L） 単位：pg-TEQ/L

測定対象 年月日 測定値

排 水 平成２０年１０月２８日 １．３

※ｐｇ（ピコグラム）＝１０億分の１グラム

焼却炉集じん灰
（処理基準：3 ng-TEQ/g） 単位：ng-TEQ/g

測定対象 年月日 測定値

１号炉 平成２０年１０月２８日 ０．２６

２号炉 平成２０年１１月２６日 ０．１４

３号炉 平成２０年１０月２８日 ０．１１

※ｎｇ（ナノグラム）＝１０億分の１グラム

焼却炉焼却灰
（処理基準：3 ng-TEQ/g） 単位：ng-TEQ/g

測定対象 年月日 測定値

１号炉 平成２０年１０月２８日 ０．０６３

２号炉 平成２０年１１月２６日 ０．０３７

３号炉 平成２０年１０月２８日 ０．０４３

※ｎｇ（ナノグラム）＝１０億分の１グラム

- 43-



周辺土壌
（環境基準：1000pg-TEQ/g） 単位：pg-TEQ/g

測定対象 年月日 測定値

山木地区 平成１５年１１月 ４日 ６．６

（研修センター敷地内） 平成１６年１１月２９日 ７．３

平成１７年１１月 １日 ３．９

平成１８年１１月２１日 ３．９

平成１９年１１月２７日 ３．９

平成２０年１１月５日 １７

水守地区 平成１５年１１月 ４日 ７．２

（研修センター敷地内） 平成１６年１１月２９日 ５．２

平成１７年１１月 １日 ５．８

平成１８年１１月２１日 ２．６

平成１９年１１月２７日 ２．４

平成２０年１１月５日 ４．９

上内地区 平成１５年１１月 ４日 ６．６

（民家宅地内） 平成１６年１１月２９日 １７．０

平成１７年１１月 １日 ２１．０

平成１８年１１月２１日 ２０．０

平成１９年１１月２７日 １１．０

平成２０年１１月５日 ４．３

※ｐｇ（ピコグラム）＝１０億分の１グラム

周辺大気
（環境基準：０．６pg-TEQ/㎥） 単位：pg-TEQ/㎥

測定対象 年月日 測定値

水守地区 平成２０年１１月６日から ０．１３

（研修センター敷地内） 平成２０年１１月１２日まで

※ｐｇ（ピコグラム）＝１０億分の１グラム
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２．公害の防止
（１）大 気

①規制の概要

ばい煙(硫黄酸化物，ばいじん，有害物質)，粉じん（一般粉じん，特定粉じ

ん），※ＶＯＣ（揮発性有機化合物）を排出する工場・事業所に対し大気汚染

防止法及び茨城県生活環境の保全等に関する条例で規制・指導を行っていま

す。

大気汚染防止法では，３２種類のばい煙発生施設，５種類の一般粉じん発生

施設，９種類の特定粉じん発生施設，９種類のＶＯＣ排出施設を規制対象施

設とし，これらを設置している者に対し，事前届出，基準の遵守及び自己監

視を義務づけています。又，特定物質については事故時の措置を講ずるよう

指導しています。

茨城県生活環境の保全等に関する条例では，大気汚染防止法で規制等の対象

になっていない施設を対象として有害物質等の排出規制を行っています。

※ＶＯＣ（揮発性有機化合物）排出施設は，平成１８年４月１日より，規制

の対象となりました。

②特定粉じん排出等作業実施状況

平成２０年度に届出は３７件ありました。

③工場等の調査状況

大気汚染に係る届出施設の規制基準の遵守状況の確認のため平成２０年度

県と共に５３事業所の立入り調査を実施しました。

④光化学スモッグ発令状況

茨城県では、「茨城県光化学スモッグ対策要綱」に基づき４月から１０月ま

での６ヶ月間光化学スモッグ緊急時連絡体制を敷き、光化学スモッグによる

健康被害の防止に努めています。南部地域での発令状況は下記のとおりです。

尚、平成２０年度中につくば市内で光化学スモッグによる健康被害は有り

ませんでした。

（単位：日）

土浦地域

注意報 警 報

平成２０年度 ０ ０

土浦地域：つくば市、土浦市、かすみがうら市、阿見町、美浦村
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光化学スモッグ緊急時連絡系統図

茨城県

注意報など

環境保全部環境課

⇒市のホームページによる

住民への広報

市立幼稚園 保険福祉部 教育委員会 教育委員会

市立保育所 こども課 学務課 指導課

市立小学校

市立中学校

市立児童館 私立保育所 私立幼稚園

私立小学校

私立中学校
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（２）水
①規制の概要

つくば市は，霞ヶ浦・利根川水域から形成され，利根川水域は小貝川のよ

うに利根川に直接流入する河川と東谷田川のように牛久沼を経由して利根川

に流入する河川があります。霞ヶ浦水域は，桜川のように霞ヶ浦に全て直接

流入しています。

利根川水域では，水質汚濁防止法及び茨城県生活環境の保全等の関する条

例で特定施設を設置している者に対し，ＢＯＤ等の一般環境項目，カドミウ

ム等の有害物質について規制が適用されています。又，牛久沼に流入する河

川には，一般項目，有害物質のほか全窒素に関して規制が適用されています。

霞ヶ浦水域では，水質汚濁防止法及び茨城県生活環境の保全等の関する条

例による規制のほか湖沼水質保全特別措置法，茨城県霞ケ浦水質保全条例に

より全窒素，全リンのより厳しい規制等が適用されています。

②工場等の調査状況

水質汚濁に係る届出施設の規制基準の遵守状況の確認のため，平成２０年

度は，５３事業所の立入り調査を実施しました。

③公共下水道の普及状況

行政区域 処理区域内人口 下水道普及率

面積ha 人口（Ａ） 面積ha 人口（Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）＝％

平成 ５年度 28,401 171,833 4203.0 96,884 56.4

平成 ６年度 28,401 173,423 4575.0 104,640 60.3

平成 ７年度 28,401 175,160 4733.0 108,128 61.7

平成 ８年度 28,407 177,019 4932.1 109,428 61.8

平成 ９年度 28,407 179,019 5027.3 114,787 64.1

平成１０年度 28,407 180,476 5164.3 117,588 65.2

平成１１年度 28,407 181,548 5320.1 121,769 67.1

平成１２年度 28,407 182,788 5465.5 127,854 69.9

平成１３年度 28,407 183,696 5759.7 132,160 71.9

平成１４年度 28,407 184,876 5906.2 136,389 73.8

平成１５年度 28,407 186,674 6006.4 136,846 73.3

平成１６年度 28,407 188,391 6090.8 140,592 74.6

平成１７年度 28,407 191,750 6288.8 145,097 75.7

平成１８年度 28,407 194,740 6463.8 148,798 76.4

平成１９年度 28,407 197,837 6646.6 153,989 77.8

平成２０年度 28,407 200,555 6858.4 157,436 78.5

＊行政区域人口は，平成１４年度茎崎町との合併に伴い，合併前のデータについて

は両町村の数値を合わせて「つくば市」として表示。
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④合併浄化槽設置事業補助

霞ケ浦や牛久沼等にへ流入する河川の水質浄化を目的に、汚水と生活排

水を同時に処理できる合併浄化槽の普及を図り、設置者への設置費用の補

助を行っています。

平成１５年度までは、通常型合併浄化槽を補助対象としてきましたが、

この浄化槽では水質汚濁の主な原因とされる窒素・リンを除去できないた

め、平成１６年度以降は通常型浄化槽への補助制度を廃止して、窒素。リ

ンの除去に効果的な高度処理型合併浄化槽への補助制度を行っています。

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

補助基数 ８０ ８９ １１４ １４６ １０９

市補助金 11,672 千円 12,053 千円 18,656 千円 23,425 千円 17,617 千円

県補助金 11,672 千円 12,053 千円 18,656 千円 14,055 千円 10,569 千円

国交付金 11,672 千円 12,053 千円 18,656 千円 18,740 千円 14,093 千円

市 債 0 0 0 0 0

計 35,016 千円 36,159 千円 56,379 千円 56,220 千円 42,279 千円

平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

補助基数 ７６ ６６ ６２ ６７ ８２

市補助金 15,683 千円 24,334 千円 16,092 千円 17,782 千円 15,699 千円

県補助金 9,409 千円 0 千円 0 千円 0 千円 11,617 千円

国交付金 12,546 千円 9,146 千円 7,950 千円 8,316 千円 1,1450 千円

市 債 0 0 0 0 0

計 37,638 千円 33,480 千円 24,042 千円 26,188 千円 38,766 千円
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⑤地盤沈下の防止

地盤沈下防止する観点から，茨城県生活環境の保全等に関する条例で

揚水機の吐出口断面積が１９ｃｍ２ 以上の場合には，事前届出等の規制が

適用されます。

又，地下水枯渇防止の観点から，茨城県地下水採取の適正化条例で，一定

規模以上の揚水機を設置する場合は，許可必要です。
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（３）くらし
①騒音・振動規制の概要

騒音規制法，振動規制法及び茨城県生活環境の保全等に関する条例により，機械プレス機

等の特定施設を設置する者は，事前届出，規制基準の遵守が義務づけられています。又，杭

打ち作業等の特定建設作業に対しても事前届出，規制基準の遵守等が義務づけられています。

②騒音・振動施設の届出状況（平成２０年度）

特 定 施 設 （ 騒 音 規 制 法 ）

届出の種類 設置届出数 使用届出数 使用全廃届出 数変更届出 工場等 施設数

施設の種類 工場数等 施設数 工場数等 施設数 工場数等 施設数 工場数等 施設数 実数

1 金属加工機械 １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３１ ２４１

2 空気圧縮機等 ４ ３４ ０ ０ ２ ５ １ １６ ２３８ ２３１２

3 土石用破砕機等 １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １２ ５３

4 織機 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

5 建設用資材製造機械 ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７ １０

6 穀物用製粉機 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ７

7 木材加工機械 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ １４

8 抄紙機 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

9 印刷機械 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ５

10 合成樹脂用射出成形機 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８ ７３

11 鋳型造型機 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

計 ３８ ０ ５ １６ ３０８ ２７１６

実数 ６ ０ ２ １

その他の届出

届出の種類 防止の方法変更届出 氏名等変更届出 継承届出 計

件数 ０ ８ ２ １０
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特 定 建 設 作 業 （ 騒 音 規 制 法 ）

作 業 名 平 成 １ 5年 度 平 成 １ 6年 度 平 成 １ 7年 度 平 成 １ ８ 年 度 平 成 １ ９ 年 度 平 成 20 年 度

く い 打 ち 機 等 を 使 用 す る 作 業 １ ２ ７ １ ２ １ ２ １ ８ ７

び ょ う 打 ち 機 ０ ０ ０ ０ ０ ０

さ く 岩 機 を 使 用 す る 作 業 ５ ６ ９ ２ ３ ４ ８ ２ ２

空 気 圧 縮 機 を 使 用 す る 作 業 ５ ０ ３ ５ ２ １

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ等 を 設 け て 行 う １ ０ ０ ０ ０ ０

作 業

バ ッ ク ホ ウ を 使 用 す る 作 業 ２ ２ ２ ３ ２ ４ ３ ４ ０ ０

ブ ル ド ー ザ ー を 使 用 す る 作 業 ５ ２ ３ １ ３ １ ０

ト ラ ク タ ー シ ャ ベ ル を 使 用 す ２ ０ ０ ２ ０ １

る 作 業

計 ５ ２ ３ ８ ５ １ ８ ９ ６ ９ ３ １

特 定 建 設 作 業 （ 振 動 規 制 法 ）

作 業 名 平 成 １ 5年 度 平 成 １ 6年 度 平 成 １ 7年 度 平 成 １ ８ 年 度 平 成 １ ９ 年 度 平 成 20 年 度

く い 打 ち 機 等 を 使 用 す る 作 業 １ ２ ９ １ ４ １ １ １ ７ ６

鋼 球 を 使 用 す る 作 業 ０ ０ ０ ０ ０ ０

舗 装 版 破 砕 機 を 使 用 す る 作 業 ０ １ ０ ３ ０ ０

ブ レ ー カ ー を 使 用 す る 作 業 １ ２ ２ １ １ ８ ３ ０ １ ９ １ ９

計 ２ ４ ３ ０ ３ ２ ４ ４ ３ ６ ２ ５

③悪臭規制の概要

市街化区域においてアンモニア等の２２物質を排出する事業場は，悪臭防止法で規制基準

の遵守等が義務づけられています。

又，茨城県生活環境の保全等に関する条例で悪臭に係る特定施設を設置する者は，事前届

出のほか施設管理基準が設けられています。
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④悪臭施設の設置状況

悪臭に係る特定施設（茨城県生活環境の保全等に関する条例）

悪臭特定施設の設置状況（累計）

施 設 名 平 成 １ 5年 度 平 成 １ 6年 度 平 成 １ 7年 度 平 成 １ ８ 年 度 平 成 １ ９ 年 度 平 成 20 年 度

パ ル プ 製 造 用 蒸 解 施 設 及 び 回 ０ ０ ０ ０ ０ ０

収 ボ イ ラ ー

化 製 場 等 に 係 る 原 料 置 場 ， ０ ０ ０ ０ ０ ０

蒸 解 施 設 及 び 乾 燥 施 設

家 畜 の ふ ん 尿 を 原 料 と す

る た い 肥 の 製 造 に 用 い る ０ ０ ０ ０ ３ ２

原 料 置 き 場 ， 乾 燥 施 設 ，

発 酵 施 設

豚 舎 １ １ １ １ ２ ２

鶏 舎 ０ ０ ０ ０ ０ ０

鶏 ふ ん 乾 燥 機 ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 ０ ０ ０ １ ５ ４
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（４）エネルギー
①つくば市役所環境管理システム（ISO14001）実績

つくば市では市役所（谷田部庁舎，桜庁舎，筑波庁舎，大穂庁舎，豊里庁舎，茎

崎庁舎，春日庁舎）は自らが率先して環境に配慮した行動を計画的に展開すること

をめざして，平成１６年２月に環境管理システムの国際規格である「ISO14001」の

認証を取得しました。

◇平成２０年度実績

項 目 基 準 年 度 平成２０年度 増減量 実績 効果（円）

(平成１4年)

電気（kwh) 3,288,258 2,973,376 -314,882 -9.6% -1,055,216

灯油(L) 122,522 86,880 -74,358 -29.1% -1,496,964

Ａ重油(L) 46,000 54,300 8,300 18% 373,500

ガス(㎥ ) ＬＰＧ 1,452 485 -967 -66.6% -338,800

都市ガス 24,068 17,250 -6,818 -28.3% -19,727

自動車燃料(L) ガソリン 174,010 162,021 -1,1989 -6.9% -1,198,900

軽油 48,409 36,961 -11,448 -25.2% -933,600

コピー用紙(枚) 17,033,500 12,035,500 -4,998,000 -29.3% -3,498,600

水(㎥ ) 41,354 24,987 -16,367 -39.6% -3,645,625

合 計 -11,813,932

※効果算出単価：灯油４２円，Ａ重油４５円，ＬＰＧ３５０円，ガソリン１００円，

軽油７５円，コピー用紙０．７円（全てＡ４で換算）

使用量の経年変化
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ＩＳＯ 14001 平成２０年度全体目的・目標実績報告書

環境保全項目 目 標 実 績

１．省エネルギーの 電気使用量 △１０％（平成１４年度比） △9.6%（目標未達成）＊

推進 灯油使用量 △１０％（平成１４年度比） △29.1%（目標達成）

Ａ重油使用量 0％（平成１4年度比） 18%（目標未達成）＊

ガス使用量 △1２％（平成１4年度比） △30.5%（目標達成）

自動車燃料使用量 △4％（平成１4年度比） △10.9%（目標達成）

２．省資源の推進 コピー用紙購入量 △１８％（平成１４年度比） △29.3%（目標達成）

水使用量 △２３％（平成１４年度比） △39.6%（目標達成）

３．廃棄物の削減とリサ 廃棄物排出量 △１1％（平成１６年度比） △19.0%（目標達成）

イクルの推進 リサイクル率 ４％向上（平成１６年度比） 11.2%（目標達成）

４．グリーン購入の推進 つくば市役所グリーン購入推進方針（つくば市

役所全施設対象）に基づくグリーン購入調達割 99.2%（目標達成）

合 97％

５．地球環境への配慮 つくば市役所地球温暖化対策実行計画（つくば

市役所全施設対象）に基づく温室効果ガス排 △15.0%（目標達成）

出量 △12％（平成１４年度比）

６ ．環境基本条例及び つくば市役所環境管理システムに基づき環境 境管理委員会を年４回

環境基本計画に基づい 施策の進行管理を行う。 催し，進行管理を実施。

た環境施策の展開

公共下水道を整備する。 平成20年度の下水道整

備を実施した結果，整

備率が77.1％となった。

特定環境保全公共下水道（市街化区域以外の 平成20年度の下水道整

公共下水道）を整備する。 備を実施した結果，整

備率が47.7％となった。

下水道施設の適正な維持管理を実施する。 年間を通じて適なに維

持管理業務を実施した

（予算執行率87.8％）

宝篋山ふるさとの山づくり計画を推進する。 ふるさとの山づくり懇談

会を7月 22日，１ 2月 24

日に開催し，植栽・緑化

計 画 等 を 協 議 し ， 承

認。。

生ごみ処理容器等購入費の補助を行う。（購入 補助実績351生ごみ処

費の２分の１を補助，限度額３千円。電気式生 理容器 17 4基 ，電気式

ごみ処理機は限度額２万円） 生ごみ処理機177基）

市内小中学校に回収ボックスを設置し，牛乳パ 4月から3月分で合計4,4

ック回収事業を実施する。 60ｋｇを回収

環境美化推進会議を４
回開催し，きれいな街

清潔できれいなまちづくり（環境美化）を推進す づくり行動計画の進
る。 捗管理を実施。ボラ

ンティア支援を目的
に ｢環 境 美 化 支 援 要
項」を策定。
学校の部参加校１０校

中，筑波西中学校が茨

環境美化コンクール（大好きいばらき県民会議 城新聞賞，二ノ宮小学

主催）に参加する。 校が県造園建設協会賞

を受賞，真瀬小学校が

大好きいばらき県民会

議理事長賞を受賞した。
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環境保全項目 目 標 実 績

６ ．環境基本条例及び 住宅用太陽光発電システム設置の補助を行う 補助実績７１件（新築３

環境基本計画に基づい （１kW当たり４万円，１件当たりの上限１２万円 ７件，既築３４件，発電

た環境施策の展開 を補助）。 出力合計２６２．５６kW)

筑波大学と連携し ，環

境教育の講義を年５回

つくば市環境マイスターを育成する。 開催。課題提出資格者

１５名中，１２名が課題

を提出し，３級認定者５

名，２級認定者７名が誕

生した。

１１月８，９日にカピオで

つくば科学フェスティバルを開催する。 開催し，１６，０００人が

参加。市内研究機関，

大学，小中学校と連携

し，科学実験を出展。

７月～９月にかけて市

つくばちびっこ博士の認定を行う。 内研究所，大学等３４カ

所で実施し，４４，８０６

人が参加。つくばちびっ

子博士には２，６６１人

が認定された（うち最優

秀認定者６０１人）。

住宅用高効率給湯器設置の補助を行う(潜熱回収 補助実績総計１７９台

型給湯器（エコジョーズ）：３万円，ＣＯ２冷媒ヒ

ートポンプ給湯器（エコキュート）：５万円，ガス

エンジン給湯器（エコウィル】:８万円

市公共施設(５箇所）に設置されている太陽光発電

及び風力発電施設の維持管理及びデータ収集を行 ２６．８３ｔのＣＯ２排出量を

う 削減

市内の小学５年生を対象に環境教育関連の事業を ヤゴ救出大作戦，霞ヶ浦

行う 湖上セミナー，水と親しむ

生活体験県外派遣事業，

水環境学習発表会，水環

境をテーマとしたポスター

募集を行った。

市内の湧き水を市民自ら調査･体験し，自然環境の １０月５日に実施し，市

循環作用や，その歴史的背景を学習する。 民等１４名が参加

一般家庭における高度処理型合併浄化槽う設置 補助実績

の補助を行う。 Ｎ型５人槽:４３基

Ｎ型７人槽:２９基

Ｎ型１０人槽:４基

単独槽撤去:３基

緑の少年団活動を行う団体に対し，森林愛護運動 ８月：夏季キャンプ及び校

事業費を補助する。 庭の除草作業を実施

９月 :花の種まき及び校庭

美化活動を実施

高崎自然の森の再整備を実施する 林内歩道整備，森林整備，
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木材破砕工事を実施

民有林の安定的な林業経営の強化を図るため，造

林事業に対し，補助を行う。

休耕農地からの表土流出を防止するため，エンバク 約７８ヘクタールの農地に

･蓮華・菜の花等の緑肥植物を作付けする 播種された

化学肥料削減効果の高い負荷軽減機械（施肥田植機）を ３台の施肥田植機の導入が

導入し，霞ヶ浦等湖沼の水質浄化を図る 図られた(３組合）

７．公共事業における つくば市役所公共工事環境配慮基準書に基 項目配慮率98.8％，

環境配慮 づく １千万円以上の工事に付，項目配慮率 点数配慮率91.6％。

９８％， 点数配慮率９４％。 （目標未達成）＊

＊目標未達成の原因は以下のとおりです。

「電気使用量」は，桜庁舎において，パスポートセンターの開所，生涯学習課の移設など，業務

が増大したことが主な原因です。

「Ａ重油使用量」は，豊里庁舎の空調に要するエネルギーで，空調施設の老朽化に伴う消費エネ

ルギー効率の悪化が原因です。

「公共事業における環境配慮」は，公共工事環境配慮に対して認識不足があったことが原因で

す。
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② つ く ば 市 役 所 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 実 績

◇ 総 排 出 の 評 価 方 法 と 毎 年 度 の 総 排 出 量 の 算 定

計 画 の 目 標 設 定 や 計 画 の 実 施 状 況 の 評 価 を 行 う た め ，

毎 年 度 の 温 室 効 果 ガ ス の 総 排 出 量 を ， 毎 年 度 の 法 施 行 で 定 め

る 排 出 係 数 で は な く ， 基 準 年 度 （ 平 成 １ ４ 年 度 ） の 排 出 係 数

に 固 定 し て ， 各 年 度 の 温 室 効 果 ガ ス の 総 排 出 量 を 算 出 し ま す 。

平 成 ２ ０ 年 度 実 績 （ 対 象 ： 庁 舎 及 び 出 先 機 関 ）

項 目 基準年 度 平成24年度目標 平成２０年度 基準年度 実 績 達

(平成14 年度) との差 成

度

電 気(ｋｗ ｈ） 32,748,410 １ 0%減 28,466,975 -4,281,435 1 5 . 0 % ○

減

灯 油 （Ｌ） 883,170 25%減 601,986 -281,183 3 1 . 8 % ○

減

Ａ重油 （Ｌ） 331,100 基準年度に抑える 211,050 -120,050 3 6 . 3 % ○

減

ガ ス （ｍ３） 448,138 ９ %減 494,210 46,072 1 0 . 3 % ×

増

自動車燃料（Ｌ） 353,434 基準年度に抑える 350,095 -2 ,101 0.6% 減 ○

コピー用紙（枚） 25,781,171 ２ 0%減 19,535,127 -6 ,246,044 1.3% 減 ○

水（ｍ３） 662,998 １ ７ %減 547,638 -115,360 1 7 . 4 % ○

減

温室効果ガス 17,513,915 １ ０ %減 14,890,805 -2,623,110 1 5 . 0 % ○

（CO2ー㎏） 減
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